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自
家
成
立
の

　
根
源
は
和
に
あ
り

秩
序
の
根
源
は

　
　
神
祖
崇
敬
よ
り
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祝
祭
日
に
は
必
ず
国
旗
を
掲
揚
し
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
寶
生
教
　
国
旗
掲
揚
運
動

宗教
法人 寶 生 教 大 阪 本 部

令和 3 年 9 月 1 日 令和 3 年 9 月 1 日

お
よ
ろ
こ

権
現
家
の

び

少
権
現
職
・
訓
啓
様
家
に

　
　
　

ご
長
女 

誕
生
な
さ
る
。

大
阪
本
部

　
十
月
十
日（
日
）

　
　
午
前
十
時
半

秋之例大祭

御
　本
　宮

十
月
三
日（
日
）

養
老
教
会

十
月
二
十
四
日（
日
）

西
播
教
会

十
一
月
三
日（
祝
）

日
本
人
ら
し
さ
を
守
る

ご 教 話

立教記念大祭

大
祭
奉
納
舞
楽
「
五
常
楽
」

大祭、ご教話なさる本部長様

神
道
は
自
然
と
の
共
生

ご教話

月並祭
（7月15日）

　

季
節
は
梅
雨
の
真
っ
最
中
で

同
時
に
今
年
は
雷
が
よ
く
発
生

し
、
昨
晩
も
大
き
な
雷
が
鳴
り

響
い
て
お
り
ま
し
た
。

　
「
雷
の
多
い
年
は
、
農
作
物

が
豊
作
だ
」
と
昔
か
ら
云
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
単
な

る
言
い
伝
え
で
は
な
く
、
科
学

的
な
根
拠
が
あ
り
ま
す
。

　

雷
の
放
電
現
象
に
よ
っ
て
、

空
気
中
の
酸
素
や
窒
素
が
イ
オ

ン
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
イ

オ
ン
が
雨
に
溶
け
込
ん
で
、
大

繋
が
り
を
失
わ
な
い
」
と
云
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。信
仰
と
は
、

ま
さ
に
そ
れ
が
大
切
な
目
的
の

一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
球
に
生
命
が
誕
生
し
て
以

来
、
遥
か
永
い
年
月
を
か
け
て

繋
い
で
き
た
命
の
連
続
が
、
今

の
私
達
の
命
で
す
。
そ
れ
は
、

人
間
で
は
計
り
知
る
こ
と
の
出

来
な
い
神
秘
的
な
こ
と
で
す
。

　

ご
祖
先
が
積
み
上
げ
て
下
さ

っ
た
お
徳
に
こ
そ
、
目
に
は
見

え
な
い
大
切
な
何
か
が
詰
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
日
は
夏
休
み
と
い
う
事
も

あ
っ
て
、
子
ど
も
さ
ん
も
大
勢

参
拝
下
さ
い
ま
し
た
。
命
の
大

切
さ
、
又
命
の
連
続
性
を
次
世

代
へ
繋
い
で
い
く
お
姿
こ
そ

が
、
信
仰
の
基
本
で
は
な
い
か

と
存
じ
ま
す
。

地
に
天
然
の
肥
料
を
も
た
ら
す

の
で
す
。

　

植
物
の
成
長
に
必
要
な
肥
料

の
三
要
素
は
、
窒
素
・
リ
ン
酸
・

カ
リ
ウ
ム
で
、
空
気
の
成
分
の

大
部
分
は
窒
素
な
の
で
、
天
然

水
で
程
よ
く
希
釈
さ
れ
た
窒
素

肥
料
が
十
分
に
供
給
さ
れ
る
の

で
、
豊
作
と
な
る
の
で
す
。

　
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
や
『
雨

ニ
モ
マ
ケ
ズ
』
等
の
作
品
が
有

名
な
作
家
・
宮
沢
賢
治
は
花
巻

農
学
校
の
教
員
時
代
、
生
徒
達

に
雷
と
農
作
物
の
関
係
性
を
伝

え
る
の
に
「
し
め
縄
」
を
例
に

挙
げ
た
そ
う
な
の
で
す
。

　

し
め
縄
は
太
い
本
体
の
部
分
、

細
い
藁
の
部
分
、
そ
し
て
御
幣

が
あ
り
ま
す
。
宮
沢
賢
治
は
、

本
体
の
部
分
が「
雲
」、
藁
の
部

分
が「
雨
」、
御
幣
が「
雷
」を
表

し
て
い
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

し
め
縄
は
、
神
様
の
領
域
と

人
間
の
領
域
と
の
境
に
あ
る
、

い
わ
ゆ
る
結
界
で
あ
り
、更
に
、

豊
か
な
実
り
を
祈
る
た
め
に
、

雲
と
雨
と
雷
を
表
現
し
た
あ
の

形
で
、
古
来
神
社
に
奉
納
さ
れ

て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
様
に
考
え
ま
す
と
、
太

古
の
日
本
人
の
祖
先
が
既
に
、

「
雷
の
多
い
年
は
、
農
作
物
が

豊
作
だ
」
と
い
う
こ
と
を
、
経

験
か
ら
知
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
程
、
自
然
は
偉
大
で
、

大
き
な
恵
み
を
我
々
人
間
に
も

た
ら
し
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、

人
間
の
身
体
も
ま
た
自
然
の
産

物
で
あ
り
、
自
然
の
中
で
生
か

さ
れ
て
い
る
命
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

先
日
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
、

人
間
の
「
肝
臓
」
の
不
思
議
に

つ
い
て
の
お
話
を
見
ま
し
た
。

　

肝
臓
は
「
肝
心
」
の
「
肝
」

と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
臓
器
だ

け
あ
っ
て
、
非
常
に
重
要
な
器

官
で
、「
毒
と
戦
う
勇
者
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
な
の
で
す
。

　

口
か
ら
入
る
飲
食
物
の
中
で

最
も
危
険
な
毒
が
実
は
お
酒

で
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
分
解
過
程

で
猛
毒
を
ま
き
散
ら
す
と
云
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

他
に
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
芽
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
野
菜
の

多
く
は
自
己
防
衛
の
た
め
の
毒

を
持
っ
て
い
ま
す
し
、
タ
ン
パ

ク
質
か
ら
も
分
解
さ
れ
る
度
に

大
量
の
毒
が
発
生
し
て
い
る
の

で
す
。

　
「
食
」
は
一
見
楽
し
い
行
為

で
は
あ
り
ま
す
が
、
注
意
し
な

い
と
「
キ
ケ
ン
行
為
」
に
な
り

か
ね
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。

　

食
べ
る
と
い
う
キ
ケ
ン
行
為

に
挑
む
臓
器
が
肝
臓
で
、
先
程

の
様
な
あ
ら
ゆ
る
毒
を
二
十
四

時
間
休
み
な
く
、
五
〇
〇
以
上

の
化
学
反
応
で
処
理
し
、
栄
養

素
を
生
成
し
続
け
て
く
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
お
酒
の
好
き
な
方

も
、
大
切
な
肝
臓
を
労
り
な
が

ら
、
信
仰
生
活
心
得
に
も
あ
り

ま
す
様
に
「
飲
み
過
ぎ
ず
」、

楽
し
ん
で
頂
け
れ
ば
と
存
じ

ま
す
。

　

扨
、
先
程
の
「
雷
」
の
お
話

に
し
て
も
、
人
間
の
「
身
体
」

の
お
話
に
し
て
も
、
共
通
の
テ

ー
マ
は
「
自
然
と
の
共
生
」
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
神
道
に
お
け
る
重
要

な
考
え
方
の
一
つ
で
、
自
然
の

中
に
生
か
さ
れ
て
い
る
事
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
、
自
分
の
身
体

を
大
切
に
使
わ
せ
て
頂
く
こ
と

が
、
健
康
を
維
持
す
る
秘
訣
で

は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

只
今
は
、
寶
生
教
立
教
記
念

大
祭
の
斎
行
、
誠
に
お
目
出
度

う
御
座
居
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
一
際
暑
さ
が
厳

し
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
皆
様

ど
う
ぞ
身
体
ご
自
愛
下
さ
い
。

又
加
え
て
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

暑
く
て
も
マ
ス
ク
を
外
せ
な
い

不
便
な
世
情
で
す
。

　

そ
の
様
な
厳
暑
の
最
中
を
、

斯
く
も
熱
心
に
西
播
、
養
老
両

教
会
長
様
を
筆
頭
に
、
支
部
御

家
族
、
教
信
徒
の
皆
様
、
又
遠

方
各
地
、
大
阪
府
下
、
市
内
近

郊
の
本
部
教
信
徒
の
皆
様
、
道

の
長
手
も
一
筋
に
、
ご
参
拝
誠

に
お
疲
れ
様
で
御
座
居
ま
す
。

　

祭
典
中
、
奉
納
致
し
ま
し
た

舞
楽
は
「
五
常
楽
」。
舞
人
は
、

副
本
部
長
と
娘
の
倭
子
さ
ん
。

雅
楽
で
は
有
名
な
曲
の
一
つ
で

す
が
、
舞
楽
と
な
る
と
「
舞
楽

吹
き
」
と
云
っ
て
、
テ
ン
ポ
が

変
わ
り
ま
す
。
舞
人
、
楽
人
、

共
に
良
く
鍛
練
を
積
ま
れ
、
優

雅
に
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

　

一
昨
日
に
は
、
東
京
五
輪
の

開
会
式
が
御
座
居
ま
し
た
。
各

国
の
代
表
が
国
の
栄
誉
を
背
負

い
行
進
さ
れ
る
姿
を
見
て
お
り

ま
す
と
、
大
変
感
動
も
致
し
ま

し
た
し
、
開
催
で
き
て
良
か
っ

た
な
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
で
は
、
こ
の
様
な

状
況
で
の
開
催
は
不
適
切
な
の

で
は
と
い
う
意
見
や
、
開
会
式

中
に
反
対
デ
モ
が
あ
っ
た
と
い

う
報
道
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

様
な
反
対
抗
議
を
目
に
し
ま
す

と
、
何
だ
か「
日
本
人
ら
し
さ
」

が
失
わ
れ
て
い
る
の
で
は
、
と

い
う
気
が
致
し
ま
す
。

　

扠
、
教
会
の
各
祭
典
、
行
事

は
数
多
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

時
々
に
し
か
頂
け
な
い
お
徳
が

夫
々
あ
る
こ
と
は
、
皆
様
も
良

く
ご
承
知
か
と
存
じ
ま
す
。

　

本
日
の
立
教
記
念
大
祭
は
、

正
に
そ
の
名
の
通
り
、
御
教
祖

護
國
倭
魂
雄
之
命
が
、
私
達
の

寶
生
教
を
惟
神
の
御
神
威
に
よ

り
打
ち
立
て
ら
れ
た
御
偉
業
を

讃
え
、
大
神
様
の
日
々
の
ご
守

護
に
感
謝
し
、
そ
の
高
き
御
神

徳
に
浴
す
る
こ
と
が
出
来
る
大

祭
で
あ
り
ま
す
。

　

大
切
な
事
は
、
御
教
祖
の
立

教
の
理
念
に
想
い
を
馳
せ
、
そ

の
想
い
を
深
く
理
解
し
、
次
の

世
代
へ
ど
の
様
な
形
で
託
し
て

い
く
の
か
を
考
え
る
事
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
汝
、
世
に
出
よ
。
明
治
天

皇
亡
き
後
、
日
本
は
麻
の
乱
れ

た
よ
う
な
国
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
度
、
し
っ
か
り
明
治
の

御
世
の
心
を
保
ち
続
け
よ
。」

　

こ
れ
が
、
御
教
祖
が
大
神
様

よ
り
受
け
ら
れ
た
御
神
命
で
す
。

　

解
り
易
く
申
し
上
げ
ま
す

と
、
先
程
申
し
上
げ
た
「
日
本

人
ら
し
さ
」
を
忘
れ
ず
、
日
本

人
が
古
来
大
切
に
し
て
き
た
伝

統
、
文
化
、
物
事
の
考
え
方
を
、

未
来
永
劫
、
守
り
続
け
よ
と
云

う
事
で
す
。

　

こ
の
御
神
命
に
そ
う
べ
く
、

ま
ず
は
、
寶
生
教
を
信
仰
す
る

私
達
教
信
徒
が
、健
康
な
身
体
、

健
全
な
精
神
を
保
ち
続
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
為
に
大
神
様
は
御
教
祖

を
通
じ
、
様
々
な
奇
し
き
御
力

を
、
現
代
に
生
き
る
私
達
に
も

現
し
て
下
さ
る
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
健
康
や
事
業
の
発

展
が
信
仰
の
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

大
神
様
の
御
神
徳
、
御
教
祖
の

お
導
き
に
よ
り
目
的
を
達
成
さ

せ
て
頂
い
た
、
そ
の
先
の
崇
高

な
「
日
本
人
ら
し
さ
を
守
る
」

と
い
う
理
念
に
寄
与
で
き
た
時

に
、
本
当
の
安
心
立
命
、
自
家

成
立
繁
栄
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

「
あ
き
ら
か
に

　

人
心
整
理　

治
め
ら
る

　
　

帝
神
去
る　

当
夜
神
現
」

こ
の
歌
は
、
御
教
祖
が
立
教
の

ご
様
子
を
詠
ま
れ
た
歌
で
す
。

「
明
治
天
皇
に
よ
り
、
惟
神
の

神
国
、
日
本
を
現
さ
れ
た
。
そ

の
大
い
な
る
帝
が
お
か
く
れ
に

な
っ
た
当
夜
、
神
が
現
れ
た
。」

と
い
う
意
味
で
す
。

　

本
日
の
祝
詞
で
も
奏
上
し
ま

し
た
が
、
来
年
は
我
が
教
え
の

立
教
百
十
周
年
、
令
和
七
年
に

は
大
阪
本
部
開
設
九
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　

此
ま
で
頂
い
た
御
神
恩
に
、

如
何
に
ご
恩
返
し
で
き
る
か
。

御
教
祖
の
立
教
の
理
念
を
、
次

の
五
十
年
、
百
年
に
向
け
て
ど

の
様
に
継
承
し
て
い
く
か
。

　

そ
れ
に
相
応
し
い
記
念
事
業

を
現
在
、
総
代
、
役
員
の
方
々

と
協
議
中
で
御
座
居
ま
す
。

　

そ
の
入
口
の
一
つ
と
し
て
、

　

七
月
二
十
一
日
、
本
部
企
画

部
長
・
少
権
現
職
訓
啓
様
、
敬

子
様
ご
夫
妻
に
、
ご
長
女
が
誕

生
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
教
父
様

ご
夫
婦
に
お
か
れ
て
は
、
十
人

目
の
孫
様
と
な
ら
れ
ま
す
。

　
「
実
玖
」
様
と
命
名
さ
れ
ま

し
た
。

　

実
玖
様
の
健
や
か
な
る
ご
成

長
と
、
訓
啓
様
ご
家
庭
の
お
幸

せ
を
お
祈
り
い
た
し
、
合
わ
せ

て
権
現
家
の
弥
栄
を
念
じ
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

九
月　

一
日（
水
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

五
日（
日
）　

御
本
宮
月
並
祭　
　
　

午
前
十
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
水
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
木
）　

修
　
行　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　

　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　

十
二
日（
日
）　

西
播
教
会
修
行
日

　
　

十
五
日（
水
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　

十
六
日（
木
）　

宝
生
会
（
ザ
、
Ｃ
Ｃ
）

　
　

十
八
日（
土
）　

養
老
教
会
修
行
日

　
　

十
九
日（
日
）　

に
し
恋
マ
ル
シ
ェ（
十
月
三
十
一
日
に
延
期
）

　
　

二
三
日（
祝
）　

秋
之
祖
先
霊
大
祭
　
　
午
後
一
時
半

十
月　

一
日（
金
）　

月
　
並
　
祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

三
日（
日
）　

御
本
宮
秋
之
大
祭　
　

午
前
十
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
金
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
土
）　

大
祭
準
備
　　
　
　
　

午
前
九
時

教
　
会
　
行
　
事

み
　
く

み
か
ど
か
み
さ

と
う
や
し
ん
げ
ん

か
ん
な
が
ら

そ
れ
ぞ
れ

あ
ま
た



ほ　　う　　せ　　い ほ　　う　　せ　　い

御
本
宮　

月
並
祭　
　
　

毎
月
第
一
日
曜
日　

午
前
十
一
時
半
よ
り

（３）  9 月号 9 月号　（２）（511号） （511号）令和 3 年 9 月 1 日 令和 3 年 9 月 1 日

一
同
、
平
伏
し
て
、
お
帳
上
げ

本
部
長
様
、
祭
主
祝
詞
奏
上

月
並
祭
に
続
き

　

靖
国
神
社
を
遥
拝

息も気も合わせての雅楽部員の方々

八
月
は
終
戦
の
月

ご教話

月並祭
（8月1日）

今
の
日
本
の
平
和
は

　
昭
和
天
皇
、
先
人
方
の
お
陰

ご教話

月並祭
（8月15日）

納
涼
会
は
割
愛
な
れ
ど
、直
会
も
例
年
通
り
盛
大
に

　
―
一
〇
九
周
年
の
立
教
記
念
大
祭
―

と
ぼ
り

　
「
大
暑
」
を
過
ぎ
、
蝉
時
雨

鳴
り
止
ま
ぬ
七
月
二
十
五
日
の

佳
き
日
。
寶
生
教
の
立
教
の
日

（
七
月
三
十
日
）
に
五
日
早
く
、

立
教
記
念
大
祭
が
厳
粛
に
且
つ

盛
大
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
の
二
十
四
日
、
恒
例
の

神
賑
わ
い
行
事
・
納
涼
会
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
世
情
を
鑑
み
惜
し

く
も
割
愛
。

　

役
員
、
有
志
の
皆
様
に
よ
り

大
祭
準
備
が
万
端
整
い
、
宵
宮

祭
を
斎
行
。
境
内
地
の
四
方
を

寶
生
教
の
「
御
朱
印
」
や
、
時

代
に
即
し
た
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
」
な
ど
も
始
ま
り
ま
し
た
。

皆
様
に
も
ご
理
解
、
ご
協
力
頂

き
、
教
信
徒
一
丸
と
な
っ
て
、

こ
の
尊
き
教
え
の
布
教
に
努
め

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

五
十
年
先
、
百
年
先
を
担
う

教
信
徒
皆
様
の
子
ど
も
さ
ん
、

お
孫
さ
ん
達
に
、
惟
神
の
寶
生

教
の
信
仰
を
、
そ
し
て
信
仰
の

場
を
受
け
継
ぐ
べ
く
、
ま
ず
は

今
を
生
き
る
私
達
が
大
神
様
、

御
教
祖
、
各
家
御
祖
先
の
御
神

徳
に
預
か
り
、
自
家
成
立
繁
栄

に
励
み
、
夫
々
の
ご
家
庭
の
ご

発
展
、
安
心
立
命
を
得
ら
れ
ま

す
様
、心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、

大
祭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本

日
の
大
祭
斎
行
に
当
り
、
総
代

始
め
役
員
各
位
、
有
志
の
方
々

に
は
、
数
日
来
の
ご
奉
仕
を
賜

り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

祓
い
清
め
、
翌
日
の
記
念
大
祭

斎
行
を
大
神
様
、
御
教
祖
様
に

ご
報
告
致
し
ま
し
た
。

　

一
夜
明
け
、
マ
ス
ク
の
影
響

か
一
層
暑
さ
を
感
じ
る
快
晴
の

中
、
西
播
・
養
老
両
教
会
長
様

を
筆
頭
に
支
部
御
家
族
・
教
信

徒
の
皆
様
、
又
遠
地
近
地
よ
り

本
部
教
信
徒
の
皆
様
が
ご
参
拝
。

　

定
刻
の
十
時
半
、
教
主
・
本

部
長
様
斎
主
の
下
、
開
式
。
声

高
ら
か
に
国
歌
斉
唱
。
修
祓
と

祭
典
は
進
み
、
斎
主
記
念
大
祭

祝
詞
奏
上
。

　

立
教
一
〇
九
周
年
を
言
祝

ぎ
、
立
教
当
時
の
御
教
祖
様
の

御
偉
業
を
称
え
、
日
々
の
御
神

恩
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
来
た
る
令
和
四
年
、
立
教

一
一
〇
周
年
を
迎
え
る
寶
生
教

の
更
な
る
神
威
高
揚
・
教
勢
拡

充
を
祈
願
致
し
ま
し
た
。

　

次
に
舞
楽
「
五
常
楽
」
奉
納
。

舞
人
は
夏
の
自
然
を
彷
彿
す
る

緑
の
蛮
絵
装
束
を
纏
わ
れ
た
、

副
本
部
長
様
と
次
女
の
倭
子

様
、
爽
快
な
舞
と
、
楽
人
の
優

雅
な
演
奏
が
、
互
い
に
息
を
合

わ
せ
奉
舞
致
し
ま
し
た
。

　

玉
串
奉
奠
は
斎
主
代
表
玉
串

に
、
参
拝
者
一
同
心
を
一
つ
に

列
拝
。教
え
の
益
々
の
発
展
と
、

教
信
徒
各
家
の
自
家
成
立
繁
栄

を
祈
り
ま
し
た
。

　

次
に
直
会
へ
と
移
り
、
西
播

教
会
長
様
の
ご
発
声
で
乾
杯
。

大
神
様
と
同
じ
空
間
で
和
や
か

に
食
事
を
頂
き
、
お
楽
し
み
の

　

今
日
は
八
月
一
日
。
別
名
、

「
八
朔
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
八
朔
は
、
実
は
旧
暦

の
八
月
一
日
の
こ
と
で
、
今
の

暦
で
は
九
月
頃
で
す
。

　

亦
の
名
を
「
田
の
実
節
句
」

と
も
、「
頼
み
節
句
」と
も
云
い
、

秋
に
向
け
て
稲
の
豊
作
を
祈
る

或
い
は
田
の
持
ち
主
が
、
隣
近

所
へ
稲
刈
り
の
手
伝
い
を
頼
み

に
行
く
、
と
も
云
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

今
朝
の
産
経
新
聞
に
、
茶
道

裏
千
家
前
家
元
・
千
玄
室
さ
ん

の
記
事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
本
日
は
八
月
朔
日
（
つ
い
た

ち
）
い
わ
ゆ
る
八
朔
と
呼
ば
れ

る
日
で
あ
る
。『
田
の
実
節
句
』、

稲
の
収
穫
の
繁
忙
期
に
お
互
い

手
を
貸
し
合
う
た
め
に
挨
拶
す

る
日
で
あ
っ
た
。

福
当
た
り
抽
選
。

　

読
み
上
げ
ら
れ
る
番
号
に
、

一
喜
一
憂
、
大
祭
お
下
が
り
の

御
神
酒
、
御
鯛
、
鏡
餅
に
、
有

志
の
皆
様
が
お
供
え
下
さ
っ
た

嬉
し
い
賞
品
を
頂
き
ま
し
た
。

　

締
め
括
り
に
養
老
教
会
長
様

の
ご
発
声
で
万
歳
三
唱
。
今
夏

を
健
康
に
過
ご
す
為
の
活
力

と
、
来
年
立
教
一
一
〇
周
年
の

節
目
を
迎
え
る
希
望
を
胸
に
散

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

酷
暑
の
中
、
又
厳
し
い
世
情

の
中
、
立
教
記
念
大
祭
が
無
事

に
斎
行
出
来
ま
し
た
事
は
、
大

神
様
、
御
教
祖
様
、
御
祖
先
様

の
お
陰
で
あ
る
事
は
申
し
上
げ

る
ま
で
も
無
く
、
教
信
徒
皆
様

の
熱
心
な
信
仰
の
賜
物
で
あ
る

と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
総

代
様
を
始
め
役
員
各
位
、
有
志

の
皆
様
に
は
連
日
に
亘
る
ご
奉

仕
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
来
年
も

盛
大
な
記
念
大
祭
の
斎
行
、
又

宵
宮
・
納
涼
会
が
賑
々
し
く
開

催
さ
れ
ま
す
事
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
稲
の
田
植
え
、
現
代
で

は
農
機
具
を
使
う
と
こ
ろ
が
が

多
い
が
、
昔
は
全
て
人
の
手
で

行
わ
れ
て
い
た
。
苗
は
本
当
に

綺
麗
に
一
列
等
間
隔
に
植
え
付

け
ら
れ
、こ
れ
を
仕
付
（
し
つ
）

け
と
い
っ
た
。

　

日
本
独
自
の
漢
字
『
躾
』
の

字
を
書
く
『
し
つ
け
』
は
、『
仕

付
け
』
と
別
の
言
葉
が
相
ま
っ

て
定
着
し
た
言
葉
と
い
え
る
。

　
『
身
を
美
し
く
』。

　

こ
れ
は
外
見
上
の
こ
と
の
み

を
い
う
の
で
は
な
く
、
人
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
自
身
の

在
り
方
を
正
し
く
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
綺
麗
に
仕
付
け
ら
れ

た
田
に
、
日
本
の
躾
の
根
本
を

み
る
よ
う
に
思
う
。」

と
い
う
記
事
で
す
。
ま
さ
に
、

日
本
人
は
自
然
と
の
共
生
、
又

日
本
人
ら
し
い
心
を
思
う
こ
と

の
で
き
る
記
事
で
あ
る
と
読
解

致
し
ま
し
た
。

　

扨
、
こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
禍
で

明
日
、
大
阪
府
に
再
び
緊
急
事

態
宣
言
が
発
令
さ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
日
本
の
緊
急
事
態
宣
言

は
、
そ
の
効
力
が
弱
ま
っ
て
き

て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

大
阪
大
学
名
誉
教
授
の
加
地

伸
行
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
日
々
、

患
者
が
増
え
て
多
数
と
な
る
と

『
緊
急
事
態
宣
言
』
発
令
。
し

ば
ら
く
し
て
そ
れ
の
解
除
、
ま

た
発
令
、
ま
た
解
除
…
と
い
う

こ
と
の
繰
り
返
し
。

　

人
々
は
そ
れ
に
慣
れ
て
き
て

『
緊
急
事
態
宣
言
』
が
出
て
も
、

あ
、
そ
う
、
と
い
っ
た
程
度
の

感
じ
。
な
ん
と
も
真
剣
さ
に
欠

け
て
い
る
。

　

も
し
こ
の
事
態
が
、例
え
ば
、

武
器
に
よ
る
日
本
へ
の
攻
撃
で

あ
る
と
す
る
と
、
現
行
の
『
緊

急
事
態
宣
言
』
な
ど
と
い
う
柔

な
話
で
す
む
で
あ
ろ
う
か
。

　

大
正
十
二
年
、
関
東
大
震
災

の
と
き
、
東
京
府
（
当
時
）、

そ
し
て
、
神
奈
川
・
千
葉
・
埼

玉
の
三
県
に
対
し
て
、
政
府
は

緊
急
勅
令
に
基
づ
く
、
い
わ
ゆ

る
『
行
政
戒
厳
』
を
宣
言
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、平
時
の
行
政
権
・

司
法
権
の
一
部
を
停
止
し
、
そ

れ
を
軍
の
司
令
官
に
委
ね
た
の

で
あ
る
。

　

当
然
、
現
自
衛
隊
を
正
式
に

軍
と
し
て
法
律
で
規
定
す
べ
き

で
あ
る
。
か
つ
て
存
在
し
た
日

本
軍
も
戒
厳
令
も
、
勝
者
と
な

っ
た
占
領
軍
に
よ
っ
て
廃
止
さ

れ
た
が
、
日
本
を
ま
と
も
な
国

家
と
し
て
立
て
直
す
に
は
、
軍

と
戒
厳
令
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
。

　

今
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
れ

ば
こ
そ
、
一
致
協
力
し
て
必
要

と
す
る
法
を
整
備
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。
現
行
の
『
緊
急
事

態
宣
言
』
に
は
真
の
強
制
力
が

な
く
、
出
し
た
り
引
っ
込
め
た

り
さ
れ
て
い
る
姿
は
、
無
惨
。」

　

扨
、
八
月
は
我
々
日
本
人
に

　

巷
は
未
だ
収
束
し
な
い
コ
ロ

ナ
禍
、
大
阪
府
も
緊
急
事
態
宣

言
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
閉
会
式
か
ら

一
週
間
が
経
ち
ま
し
て
、
無
観

客
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
選
手

達
の
活
躍
に
感
動
も
致
し
ま
し

た
し
、
無
事
に
開
催
で
き
て
良

か
っ
た
な
と
感
じ
て
居
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

続
く
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
無

と
っ
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、

終
戦
の
月
で
す
。日
本
の
為
に
、

又
日
本
の
未
来
の
為
に
命
を
落

と
さ
れ
た
人
達
の
お
陰
で
、
今

の
私
達
が
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
多
く
の
医

療
従
事
者
が
戦
っ
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
よ
う

に
、
先
の
大
戦
で
戦
死
し
た
人

達
の
命
の
尊
厳
を
守
る
こ
と

が
、
今
を
生
き
る
私
達
の
使
命

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

我
々
教
信
徒
は
、
大
神
様
の

御
心
を
常
に
生
活
の
中
心
に
据

え
、
日
本
を
守
り
、
日
本
の
歴

史
を
守
る
こ
と
を
考
え
る
の
が

何
よ
り
大
切
で
す
。

　

今
月
は
殊
に
、
終
戦
の
月
と

い
う
こ
と
で
、
お
互
い
に
そ
う

い
っ
た
こ
と
に
も
思
い
を
寄
せ

る
月
と
致
し
ま
し
ょ
う
。

事
に
開
催
さ
れ
、
何
処
か
閉
塞

感
の
あ
る
今
の
世
の
中
が
少
し

で
も
明
る
く
な
る
よ
う
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

翻
っ
て
、
こ
こ
数
日
九
州
を

中
心
に
大
雨
に
よ
る
被
害
が
相

次
い
で
お
り
ま
す
。
自
然
災
害

は
、
人
間
が
ど
れ
程
手
を
尽
く

し
て
も
完
全
に
止
め
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。

　

や
は
り
自
然
の
摂
理
に
逆
ら

っ
て
は
い
け
な
い
と
云
う
事
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
然
に

対
す
る
畏
敬
の
念
を
決
し
て
忘

れ
ず
、
そ
の
中
で
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
最
善
の

努
力
を
し
て
生
活
す
る
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

扨
、
今
日
は
大
東
亜
戦
争
終

戦
の
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。
又
、

お
盆
の
期
間
と
相
ま
っ
て
八
月

十
五
日
は
日
本
人
に
と
っ
て
特

別
な
日
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

以
前
も
申
し
上
げ
ま
し
た
様

に
、「
お
盆
」
は
「
盂
蘭
盆
会
」

と
い
う
仏
教
用
語
が
語
源
で

す
。
こ
の
お
盆
の
期
間
に
、
各

家
の
ご
祖
先
が
本
家
の
霊
舎
に

お
戻
り
に
な
り
ま
す
。

　

本
家
に
家
族
親
戚
が
集
ま
っ

て
、
ご
祖
先
と
同
じ
時
間
、
同

じ
空
間
を
過
ご
す
こ
と
で
、
更

な
る
お
徳
を
授
か
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
す
。

　

し
か
し
こ
の
お
盆
も
、
そ
の

原
点
は
神
道
に
あ
り
ま
す
。
日

本
に
古
来
続
く
祖
先
崇
拝
こ
そ

が
神
道
の
神
髄
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
何
時
何
時
ま
で
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
終
戦
の
日
。

な
ぜ
こ
の
日
を
大
切
に
し
な
い

と
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

先
の
大
戦
で
、
多
く
の
先
人

達
が
命
を
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
犠
牲
の
上
に
現
在
の
我
々

の
生
活
が
あ
る
の
で
す
。

　

そ
の
こ
と
を
胸
に
刻
み
、
英

霊
の
御
霊
が
安
ら
か
な
ら
ん
こ

と
を
心
よ
り
祈
る
こ
と
が
、
今

を
生
き
る
我
々
が
今
日
と
い
う

日
に
す
べ
き
こ
と
な
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
先
日
昭
和
の
日
に

よ
せ
て
お
話
し
し
ま
し
た
様

に
、
昭
和
天
皇
の
お
陰
で
今
の

日
本
が
あ
る
と
云
っ
て
も
過
言

で
は
無
い
の
で
す
。

　

終
戦
間
近
の
昭
和
二
十
年
、

昭
和
天
皇
は
そ
の
戦
況
に
大
変

心
を
痛
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

二
月
に
は
閣
僚
を
集
め
、
何
と

か
こ
の
戦
を
収
め
る
手
段
は
無

い
か
と
問
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
陛
下
の
御
前
で
、

そ
の
問
い
に
答
え
ら
れ
る
閣
僚

は
一
人
も
お
ら
ず
、
中
に
は
、

「
こ
の
戦
は
必
ず
勝
て
る
戦
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
突
き
進

む
べ
き
で
す
。」
と
進
言
さ
れ

た
方
も
居
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
様
な
中
、
当
時
閣
僚
で

は
無
か
っ
た
近
衛
大
麿
元
首
相

だ
け
は
陛
下
に
対
し
「
近
衛
上

奏
文
」
と
い
う
文
書
で
、「
こ

の
戦
は
必
ず
負
け
ま
す
。
で
す

か
ら
一
日
も
早
く
終
戦
の
手
立

て
を
考
え
る
べ
き
で
す
。」
と

進
言
さ
れ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
三
月
に
は
沖
縄
上

陸
、
次
い
で
東
京
や
大
阪
な
ど

多
く
の
主
要
地
域
へ
の
空
襲
が

あ
り
ま
し
た
。
更
に
は
、
八
月

六
日
広
島
に
、
九
日
長
崎
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
最
後
の
御
前
会
議
に

於
い
て
、
天
皇
御
自
ら
が
和
平

を
望
ん
で
居
ら
れ
る
こ
と
を
直

接
口
に
さ
れ
、
議
論
は
収
束
。

八
月
十
四
日
に
終
戦
の
詔
書
が

発
さ
れ
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
。

翌
十
五
日
に
玉
音
放
送
が
放
送

さ
れ
終
戦
を
迎
え
た
の
で
す
。

　

終
戦
に
際
し
、
昭
和
天
皇
は

日
本
の
国
体
護
持
と
日
本
国
民

の
生
活
を
守
る
為
に
、
御
自
ら

の
命
を
投
げ
打
つ
ご
覚
悟
を
決

め
ら
れ
た
の
で
す
。

　

昭
和
天
皇
は
御
前
会
議
に
於

け
る
い
わ
ゆ
る
「
聖
断
」
の
な

か
で
、「
今
停
戦
す
れ
ば
、
将

来
発
展
の
根
基
は
残
る
。
で
す

か
ら
私
の
命
を
投
げ
打
っ
て
で

も
連
合
国
に
対
し
て
ポ
ツ
ダ
ム

宣
言
を
受
諾
す
る
こ
と
に
ど
う

か
賛
成
し
て
ほ
し
い
。」
と
表

明
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
日
本
に
や
っ
て
来
た

の
が
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官

の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
で
す
。
彼
が

日
本
に
や
っ
て
来
た
時
に
は
、

そ
の
後
の
日
本
の
占
領
政
策
方

針
は
、
既
に
決
ま
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
陛
下
と
対
面
し
、

「
私
の
命
は
守
ら
な
く
て
も
良

い
の
で
、
日
本
国
民
を
救
っ
て

ほ
し
い
。」
と
の
お
こ
と
ば
に
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
気
持
ち
は
一

変
し
、
日
本
の
国
体
が
護
持
さ

れ
、
日
本
国
民
の
生
活
が
守
ら

れ
た
の
で
す
。

　

ま
さ
に
昭
和
天
皇
の
お
陰
で
、

そ
し
て
犠
牲
に
な
っ
た
多
く
の

先
人
方
の
お
陰
で
、
今
の
日
本

の
平
和
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

扨
、
初
め
に
申
し
ま
し
た
様

に
、
お
盆
の
時
期
に
本
家
で
過

ご
す
こ
と
は
、「
ご
祖
先
と
の

そ
れ
ぞ
れ

う
　
ら
ぼ
ん
え

は
っ
さ
く
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